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旭川市図書館情報システム賃貸借業務に係るプロポーザル実施要領 

 

旭川市図書館情報システム賃貸借及び保守業務の内容並びに同業務に係る公募型プロポ

ーザルの各種手続，要件及び審査等の内容については，次のとおりとする。 

 

第１ 目的 

 旭川市図書館（中央図書館，４地区館，１０分室，２図書コーナー及び自動車文庫）で

は，パッケージシステムの賃貸借による旭川市図書館情報システムを使用しているが，端

末機の基本ソフトウェアであるWindows10のサポート終了に合わせて契約期間が令和７

年９月末となっている。 

 当該システムの更新にあたり，近年の社会情勢及び経済状況の変化に伴い利用者のニ

ーズが多様化している中で，通信費や人件費の高騰と，加速する ICT 化への対応が課題

となっており，現行の図書館システムが保有するデータ等の資産を引き継いだ上で，情報

技術革新の成果等を積極的に取り入れて機能強化を図ることでこれらの課題を解決し，

利用者サービスの向上による安定した図書館運営を行うことを目的とするものである。 

 

第２ 業務概要 

１ 業務名 旭川市図書館情報システム賃貸借業務 

２ 業務内容 別紙１－１「基本仕様書」のとおり 

３ 履行期間 令和７年１０月１日から令和１２年９月３０日まで（６０か月） 

４ 予算概要等 

   この業務に係る予算は総額で１５６，７７５，８６０円（消費税及び地方消費税の額 

を含む。）を予定していることから，賃貸借料の積算にあっては，予算の範囲内とする 

こと。ただし，この業務に係る予算が議決・成立しない場合は，今回の企画提案による 

業務は行わないこととする。また，予算案の変更があった場合には，仕様等を変更する 

ことがある。なお，このことにより，プロポーザル参加者又は受託候補者において損害 

が生じた場合にあっても，市はその損害について一切負担しない。 

 

第３ 契約担当部局  

 〒０７０－００４４ 旭川市常磐公園 

 旭川市教育委員会 社会教育部 中央図書館 

 電話  ０１６６－２２－４１７４ 

 FAX  ０１６６－２５－４７９３ 

 e-mail  central_lib@city.asahikawa.lg.jp 

 



2 

 

第４ 参加資格要件  

公募型プロポーザルに参加を希望する者（以下「参加希望者」という。）は，次のすべ

ての要件を満たしていること。 

(1) 旭川市物品購入等の競争入札参加資格において，取扱品目番号 4011「コンピュー

ター及び周辺機器賃貸借」及び取扱品目番号 4016「システム一式（ソフトウエア含

む）」の入札参加資格を有し，本市が定める経営規模等審査基準において格付等級が

Ａであり，地域区分が市内又は準市内であること。 

(2) 地方自治法施行令第１６７条の４の規定に該当しない者であること。 

(3) 公募の日から参加表明書提出日までのいずれの日においても，旭川市競争入札参加

資格者指名停止等措置要領に基づく指名停止を受けていない者であること。 

(4) 会社更生法（平成１４年法律第１５４号）に基づき更生手続開始の申立てがなされ

ている者又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）に基づき再生手続開始の申立

てがなされている者（会社更生法にあっては更生手続開始の決定，民事再生法にあっ

ては再生手続開始の決定を受けている者を除く。）でないこと等，経営状態が著しく

不健全である者でないこと。 

 

第５ 参加表明手続 

１ 参加表明書の提出 

 参加希望者は，次のとおり参加表明書及び資料（以下「参加表明書等」いう。）を提

出しなければならない。 

 なお，期限までに参加表明書等を提出しない者又は参加資格要件に該当しないと認

められた者は，このプロポーザルに参加することができない。 

(1) 提出書類 

ア 参加表明書（様式１） 

イ 誓約書（様式２） 

(2) 提出期限 令和７年２月２７日（木）午後５時 

(3) 提出場所 第３に同じ。 

(4) 提出方法 郵送又は持参によること。郵送の場合は提出期限までに到着したものに

限る。また，郵送の場合は確認のため電話連絡を行うこと。 

２ 参加資格の確認等 

(1) 参加資格要件の確認及び企画提案書提出要請 

 第４に定める参加資格要件に該当するか確認を行い，令和７年３月４日（火）まで

に次に掲げる事項を記載した確認結果通知書を通知する。併せて参加資格要件を有

する者に，企画提案書の提出を要請する。 

ア 参加資格を有すると認めた者にあっては，参加資格がある旨及び企画提案書の

提出を要請する旨 
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イ 参加資格を有しないと認めた者にあっては，参加資格がない旨及びその理由並

びに所定の期限までに理由について説明を求めることができる旨 

(2) 参加資格を有しないと認めた者は，その理由について，次のとおり書面（様式は任

意）により市長に対し説明を求めることができる。 

ア 提出期間 令和７年３月７日（金）までの休館日を除く，午前９時から午後５時

まで 

イ 提出場所 第３に同じ。 

ウ 提出方法 郵送又は持参によること。郵送の場合は提出期限までに到着したも

のに限る。また，郵送の場合は確認のため電話連絡を行うこと。 

(3) 市長は，(2)の説明を求められたときは，書面の提出のあった日から２日以内に，

説明を求めた者に対し理由説明書により通知する。 

  

第６ 企画提案書作成要領 

企画提案書の提出を要請された者（以下「企画提案者」という。）は，次に定めるとこ

ろにより企画提案書を作成し，提出するものとする。 

１ 提案内容 

 仕様書に基づいて提案すること。 

２ 企画提案書の書式 

 企画提案の提出は，企画提案書（様式３）に次の書類を添付して行うこと。 

(1) 企画提案書別紙 

別紙２「審査項目及び配点」の審査項目の順番で記載し，書式に定めのない A4 片

面 20 ページ以内とすること。 

(2) 業務に係る事業費積算内訳 

  ６０か月総額及び年度ごとの内訳額を税抜き価格で示すこと。 

(3) 機能証明書 

  機能証明書（別紙１－３）の「対応区分」欄に，次の要領で実現可否を追記の上，

適合表として提出すること。 

 ア 標準機能で対応可能な場合「○」を追記。 

 イ カスタマイズにより対応可能な場合「△」を追記。 

 ウ 対応できない場合「×」を追記。 

(4) 課題に関わる提案書（様式３－２） 

現行の図書館システムにおいては，次の課題があると考えていることから，業務を

効率化できる提案があればその具体的な内容を記載すること。また，これらの課題に

ついての提案のほか，図書館システムを用いて図書館業務全般に対して効率的に行え

る提案があれば，具体的に記載すること。 

課題に関わる提案書には書式に定めのない A4 片面 4 ページ以内の別紙の添付を認
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める。 

  課題 図書館の DX（デジタルトランスフォーメーション）化 

   本市でも近年の経済状況から職員数が減少となる一方，急速な ICT 化による社会情

勢の変化から利用者のニーズが多様化しているため図書館業務は増加傾向にある。従

来の図書館体制のままでは業務の遂行や利用者の要求に十分対応することが難しくな

っている。職員の業務効率化及び利用者の利便性向上という根本的な課題を解決する

ため技術革新が著しい DX を用いた各種システムの導入が期待される。 

３ 提出方法等 

(1) 提出期限 令和７年３月１４日（金）午後５時 

(2) 提出場所 第３に同じ。 

(3) 提出方法 郵送又は持参によること。郵送の場合は提出期限までに到着したものに

限る。また，郵送の場合は確認のため電話連絡を行うこと。 

(4) 提出部数  

ア 紙媒体 

紙に出力したものを７部提出すること。用紙は A4 判の片面記載を基本とする。

図表等については A3 判も可とするが，A4 判に合わせて折り込むこと。 

イ 電子データ 

PDF ファイルとし，電子メールなどで期限内に提出すること。 

４ 企画提案書等の著作権等の取扱い 

(1) 企画提案書等の著作権は，当該企画提案書等を作成した者に帰属するものとする。 

(2) 市は，プロポーザル方式の手続及びこれに係る事務処理において必要があるとき

は，提出された企画提案書等の全部又は一部の複製等をすることができるものとす

る。 

(3) 市は，企画提案者から提出された企画提案書等について，旭川市情報公開条例（平

成１７年旭川市条例第７号）の規定による請求に基づき，第三者に開示することがで

きるものとする。 

 

第７ 質疑応答等 

(1) 参加表明書及び企画提案書の作成について質問がある場合においては，次のとおり

質疑応答書により提出すること。 

ア 提出書類 質疑応答書（様式４） 

イ 提出期間 令和７年３月１３日（木）までの休館日を除く，午前９時から午後５

時まで 

ウ 提出場所 第３に同じ。 

エ 提出方法 電話連絡の上，電子メールにより提出すること。なお，電子メールの

件名は「旭川市図書館情報システム賃貸借業務に係るプロポーザル
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質疑書（提案者名）」で統一すること。 

(2) (1)の質疑応答書は，質問者及び回答日において参加表明書を提出している者全て

に対し，電子メールにより回答するものとする。また，併せて，旭川市図書館ホー

ムページ上に当該回答内容を公表する。 

ホームページアドレス：https://www2.lib.city.asahikawa.hokkaido.jp/ 

 

第８ 失格事項 

次のいずれかに該当した者は，その者を失格とする。 

(1) 参加資格要件を満たしていない場合 

(2) 提出書類に虚偽の記載があった場合 

(3) 実施要領等で示された，提出期日，提出場所，提出方法，書類作成上の留意事項

等の条件に適合しない書類の提出があった場合 

(4) 選定結果に影響を与えるような不誠実な行為を行った場合 

 

第９ 企画提案の審査方法及び評価基準 

１ 審査会の設置 

 企画提案の審査，評価及び受託候補者の特定を行うため，旭川市図書館情報システム

賃貸借業務に係るプロポーザル審査会（以下「審査会」という。）を設置する。 

２ ヒアリング等の実施 

 審査会において，提案内容をより理解するため，企画提案書に係るプレゼンテーショ

ン及びヒアリングを次のとおり行う。 

(1) 実施方法  

ア １者ずつの呼び込み方式とし，１者の持ち時間は説明４０分以内，質疑１５分の

計５５分とする。 

イ 企画提案追加資料の配付は禁止するが，提出された企画提案書と同一の図案や

写真を用いた説明用パネル等の使用は可能とする。 

ウ プレゼンテーション等の説明者は，補助者を含めて５名までとする。 

エ 正当な理由がなく欠席をした場合は，企画提案書の審査，評価及び特定から除外

する。 

オ 企画立案者が１者のみである場合もヒアリング等は実施する。 

(2) 実施日時及び場所 

 第５で示した，企画提案書提出要請時に併せて通知する。なお，ヒアリング等を行

う者を選考した場合には，別途，実施日時，実施場所及び選定結果を通知する。 

  (3) 使用機器等 

    プロジェクター及びスクリーンは本市で用意するが，接続する PC は企画提案者が

用意すること。PC とプロジェクターを接続するケーブルは HDMI 又は RGB であ
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る。 

  (4) 参加辞退について 

    参加表明書の提出後又は提案書の提出後，都合により参加を辞退することになっ

た場合は，速やかに書面により本市へ報告すること。 

 ３ １次選考について 

提案者が多数の場合，提案書及び機能証明書の内容に基づき，１次選考（提案書に

対する評価，機能に対する評価）を行い，評価点の合計が高い順に３者をヒアリング

等の対象とすることがある。 

４ 審査項目及び評価基準 

 企画提案書及びプレゼンテーション等により，審査項目及び配点に示す審査項目に

ついて，審査及び評価を行う。 

５ 受託候補者の特定 

   各委員の評価点の合計が，満点であった場合の合計点の６割を下回る場合，当該企画 

提案書を受託候補者とはしない。 

 審査会において，４の審査及び評価により，審査項目ごとに各委員の評価点の平均点

を算出し，その結果と客観的評価点（事務局が評価）を加算した合計点が最も高い者

を，審査会の合議の上，受託候補者として特定する。この平均点の算出については，審

査項目ごとに最高点及び最低点をつけた委員の点数を除くものとする。ただし，同一の

審査項目において最高点又は最低点をつけた委員が複数となったときは，それぞれい

ずれか１名の委員の点数を除くものとする。 

 なお，評価点の合計が同点となる者が２者以上あるときは，審査会の合議により順位

を決定する。 

６ 審査結果の通知 

(1) 受託候補者を特定したときは，速やかに企画提案者全者に対し，次の事項を通知す

るものとする。 

ア 受託候補者 

イ 評価点数 

ウ 受託候補者にあっては，今後の契約手続の旨 

エ 受託候補者とならなかった者にあっては，その理由及び所定の期限までに理由

について説明を求めることができる旨 

(2) 受託候補者とならなかった者は，その理由について，次のとおり書面（様式は任意）

により市長に対し説明を求めることができる。 

ア 提出期間 (1)の通知があった日から７日以内までの休館日を除く，午前９時か

ら午後５時まで 

イ 提出場所 第３に同じ。 

ウ 提出方法 郵送又は持参によること。 
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(3) 市長は，(2)の説明を求められたときは，書面の提出のあった日から２日以内に，

説明を求めた者に対し理由説明書を通知する。 

７ 審査結果の公表 

 受託候補者を特定したときは，次の事項を公表するものとする。 

(1) 受託候補者 

(2) 評価点数 

(3) 受託候補者の特定理由 

(4) 審査の経過及び審査員 

 

第 10 契約に関する基本事項 

１ 契約の締結 

 受託候補者と当該業務について協議を行い，内容について合意の上，当該業務仕様書

を作成するものとし，その仕様書に基づく見積書を徴取し随意契約の方法により契約

を締結する。ただし，受託候補者が第８のいずれかに該当したことが判明した場合は，

契約しないことがあるほか，契約締結後においても，本市は催告を要せず契約を解除で

きるものとする。なお，これらにより受託候補者又は契約の相手方に損害が生じた場合

にあっても，本市は一切の損害を負担しない。 

２ 契約保証金 

要する。ただし，旭川市契約事務取扱規則第２４条の規定に該当する場合は免除す

る。 

３ 契約書作成の要否 要する。 

４ 支払条件 毎月後払いとする。ただし，業務内容ごとに一括払いする場合がある。 

 

第 11 その他 

１ 手続において使用する言語及び通貨 日本語及び日本国通貨に限る。 

２ 参加表明及び企画提案に係る書類作成及び提出に要する費用は，提出者の負担と 

する。 

３ 提出された書類は返還しない。 

４ 提出された書類は，提出した者に無断で本プロポーザル以外の用に使用しない。 

 

第 12 スケジュール 

 本プロポーザルの実施スケジュールは，次のとおりである。 

    実施内容  実施期間又は期日 

参加表明書の提出 令和７年２月７日（金）から令和７年２月２７日（木）まで 

参加資格要件確認結果通知

及び企画提案書提出要請 
令和７年３月４日（火） 
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企画提案書の提出 令和７年３月５日（水）から令和７年３月１４日（金）まで 

ヒアリング等 令和７年３月下旬予定 

企画提案書審査結果の通知 令和７年３月下旬予定 

契約締結 令和７年４月予定 

 


